




090-8263-3770

 

代表社員　尾崎昂嗣 

〒190-0004 

東京都立川市柏町2-34-33
randu2021r@gmail.com   

 

設計・研究

当社では、雨水浸透・雨水貯留・雨水利用施設の設計支援、施工支援および製品開発支援
などを行っております。

フィールドは国内に限らず、東南アジアを中心に海外でも…

R and U = Rainwater and Us = 人々が雨水と共生する社会を目指し
て、グリーンインフラ事業にも取り組んで行きたいと思います。

（GI 関連の得意分野：土の保水・透水特性）

また、健全な水循環系の構築に向けた調査、研究、計画、設計、維持管理の提案、それに
資する普及啓発、人材育成および教育・研修にも取り組んでいます。

モニタリングデータ回収作業

東南アジア某国での
プラスチック製雨水貯留槽の設置

タイ Khon Kaen 市における現地浸透試験

日本初！あまみずソーダ・あまみずサイダーの試作

雨水タンクの設置雨水活用システムの設置

会社名 

担当部署/役職/氏名

連絡先  

（住所/電話/アドレス）

業　種

 自社設計案件、製品、工法等紹介



 

 

メーカー会社名 

担当部署/役職/氏名

連絡先  

（住所/電話/アドレス）

業　種

 
自社設計案件、製品、工法等紹介

https://www.aronkasei.co.jp/
https://www.youtube.com/channel/UChF2QK1usJkU_lPOKT2HamA
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_16.pdf


 

 

 

建設コンサルタント会社名 

担当部署/役職/氏名

連絡先  

（住所/電話/アドレス）

業　種

 
自社設計案件、製品、工法等紹介

http://www.ctie.co.jp/
https://www.chikyu.ac.jp/publicity/publications/others/img/GreenInfra_TechnicalReport.pdf
https://www.chikyu.ac.jp/publicity/publications/others/img/GreenInfra_TechnicalReport.pdf


道路雨水集水ます浸透化工法
『 ＥＧＳＭ工法 』

Industrial Method of Making to Rainwater Infiltration Tank
( EGSM industrial method )

集水ます底
部コア抜き

掘削管推進 雨水浸透部
材挿入

浸透構造体
の構築

 

専務取締役　二瓶秀明     

〒192-0012 

東京都八王子市左入町87-1
 

 

042-691-8981 
 

設計・施工

【ＥＧＳＭ（Easy Ground Speed Machine工法】

ＥＧＳＭ工法は、雨水集水ますや雨水マンホール等の底部以深に
縦型の浸透構造体を構築して、雨水を地中に浸透させる工法で、
道路や住宅地等の排水施設の浸透対策の強化工法として開発され
た雨水流出抑制技術です。既設・新設に関わらず、雨水ます、雨
水マンホール、U 字側溝等の排水施設に適用可能です。道路・住
宅等の比較的形状の小さい集水ますから、開口寸法が 400 ㎜以上
の大きな集水ますや雨水マンホールまで対応できます。

雨水貯留浸透技術協会　雨水技評　第 24 号

EGSM工法の解説動画が見られます。

集水ます底部コア抜き

掘削管推進

雨水浸透部材挿入
浸透構造体の構築

（完成）

会社名 

担当部署/役職/氏名

連絡先  

（住所/電話/アドレス）

業　種

 
自社設計案件、製品、工法等紹介

http://www.speeder-rental.co.jp/
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_24.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_24.pdf
https://vimeo.com/775621969/ea1943f92d
https://vimeo.com/775621969/ea1943f92d


 

メーカー

【積水化学グループ　環境長期ビジョン「SEKISUI 環境サステナブルビジョン 2050」】

【環境貢献製品一覧】
◆地下雨水貯留浸透施設「クロスウェーブ」　リサイクル材利用

◆立体形状のユニット日よけ「エアリーシェード」　熱放散＋遮熱効果

◆リサイクルコンテナ「グリーンレーベル」　リサイクル材利用

積水化学グループは、“生物多様性が保全された地球” の実現のために、企業活動や、企業活動によって
生み出される製品、事業を通してさまざまな自然環境および社会環境課題の解決に貢献していきます。

「地球からの価値ある自然資本、社会からの有用な社会資本を活用して企業活動を行っている」というこ
とを認識して、そのリターンに貢献していくことを宣言しています。

※ステークホルダー：「お客様」、 「株主」、 「従業員」、 「取引先」、 「地域社会・地球環境」

会社名 

担当部署/役職/氏名

連絡先  

（住所/電話/アドレス）

業　種

 
自社設計案件、製品、工法等紹介

https://sekisui-techno-molding.jp/
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_09.pdf
https://www.sekisui.co.jp/sustainability_report/eco/advance/env_vision/
https://sekisui-techno-molding-products.jp/products/airyshade.php
https://sekisui-techno-molding-products.jp/container/information/green-label.html


 

土木部       

東京都中央区日本橋小舟町11-7
ダイセンビル6F

 

 

03-5652-7870 
 

建　設

土木部門は大きく 5 つの事業チャンネルがあります。

今何が必要なのか、今何をしなければならないのか、土木部門に求められていることは何かを感じ、実行す
ることを私たちは大切にしています。お客様と寄り添いながらチーム一丸となって社会に少しでも貢献でき
る土木部門でありたいと思っています。

当社では、計画場所における必要貯留量の算出、流量計算・CAD 図作成など設計段階からサポートさせて
頂きます。また、商社としての総合力を活かし、多くのメーカーの商材を取り扱っておりますので設計条件、
希望に合った商材をご提案し施工まで行います。

使用するユニット部材は高い圧縮強度を有しており、必要土被り（土被り 500 ～ 600mm 以上）を確保す
れば T-25 荷重にも対応し、車が停まる駐車場下でも設置可能です。更に柔構造のため、高い耐震性能も有
しており、レベル２地震（その構造物が過去、将来にわたって最強と考えられる地震動）にも対応してお
ります。

プラスチック製雨水貯留浸透施設とは、近年都市部での集中豪雨の増加に対する洪水ならびに 浸水対　策の
手法として、ここ数年施工数が急増し注目されている工法です。従来のコンクリート製貯留槽に　比べて部
材の軽量化及びシンプルな構造の為、施工性が向上しコストダウン・工期短縮に期待できます。また、高い
空隙率（95% 以上）を有する滞水材の利用により限られた空間での有効活用が見込めます、メンテナンス面
に関しましても堆砂抑制システムを有するユニット材（ハイドロスタッフ）も取り扱っており、点検孔から
堆積した砂を清掃する事が可能なため、貯留槽の維持管理が容易で長期にわたる貯留可能量を維持する事が
見込めます。

これらに関連する資材提供から施工までを行い、これから社会が直面するインフラ整備、自然災害、環境問
題などに取組み、時代とともに移り変わる土木工事ニーズに敏感、的確に対応していきたいと考えています。

1. 景観・安全・機能性資材
2. ゲリラ豪雨への雨水抑制対策
3. 構造物リニューアル
4. 土木資材
5. 環境緑化

・高い強度と優れた耐震性能（レベル２）の実現

お客様のニーズに寄り添いながら

雨水貯留浸透システム工事

社会が直面する課題のために

・設計施工・図面提案からのサポート

主な取り扱い製品等
[各種工事］
　○ 雨水貯留浸透施設工事 （設計から工事まで一貫してご提案致します。）
　○ EPS 土木工法（軽量盛土工法）
　○ 耐震補強工事
　○ リニューアル工事
　○ 環境設備・緑化工事（太陽光システム工事、屋上緑化、壁面緑化）

［各種舗装・資材］
　○ 総販売元　滑り止め舗装用骨材
　○ リサイクル骨材
　○ その他　舗装・土木資材

会社名 

担当部署/役職/氏名

連絡先  

（住所/電話/アドレス）

業　種

 
自社設計案件、製品、工法等紹介

https://www.daisensangyo.co.jp/


 

〒150-8340 

東京都渋谷区1-16-14
 

建　設

　東急建設グループでは「脱炭素」、「廃棄物ゼロ」、「防災・減災」を 3つの提供価値として
長期経営計画の戦略の軸に据えており、提供価値の一つとしてグリーンインフラの活用を推
進しています。
　当社は技術研究所内に、雨水の貯留槽・浸透促進設備を備えた貯留水循環型ビオトープ、
雨庭を整備し、効果検証を行っています。その他、BSET、CSET などの生物多様性評価技術、
クラピア緑化工法等の緑化技術、アクアプラ工法等の雨水利用技術等を保有しています。

■貯留水循環型ビオトープ

■技術研究所内雨庭

雨水を「貯める」「使う」「自然に還す」
生き物が「棲む」「育つ」
ホタルの累代飼育を 4代目まで確認
脱炭素に貢献する太陽光発電の活用

□
□
□
□

雨水をゆっくりと浸透させる雨庭の整備
中庭という閉鎖空間における雨庭の創出
雨庭による中庭の景観の向上

□
□
□

会社名 

担当部署/役職/氏名

連絡先  

（住所/電話/アドレス）

業　種

 自社設計案件、製品、工法等紹介

https://www.tokyu-cnst.co.jp/index.html


 

 

メーカー

　現在、神奈川県相模原市に水・グリーンインフラ研究所を建設中。 研究所では、 当社の UN 水貯留シ
ステムの実証実験と 、 除草せずに 土をむき出し にしない農法 で果樹・野菜の生産活動を行うことで生
み出される様々な効果について実証していく方針である。

流出抑制槽や雨水貯留槽を建造するためのプラスチック貯留材。重機を使
わず人力で大型槽も組立て可能であり、場所や目的に応じて構造を選択で
きるため、過剰施工を避けることができる。槽内全域にわたり人が入り点検、
場合によっては清掃も可能。

流入管径 200A まで対応可能な、主として表流水を取水
浄化するための装置。ぶんりゅうⅠ・Ⅱ型同様、初期雨水・
ゴミ塵埃を除去し、きれいな雨水を貯留槽に導くことが
できる。

樋径 75A までの竪樋に取付ける取水浄化装置。ストレーナーで腐葉片等のゴ
ミを取除くだけでなく、微細な塵埃や大気汚染物質を除去する初期雨水カット
機能がついているため、きれいな雨水をタンクや貯留槽に導くことができる。

樋径 150A までの竪樋に取付ける取水浄化装置。ぶんりゅうⅠ型の
機能に加え、電力を使わずに水圧を利用してタンクへの送水が可能。

ぶんりゅうⅠ・Ⅱ型とタンクの間に取付けることができる浄化フィル
ター。 100μ の不織布で微細な塵埃を除去することが可能で、メンテ
ナンスも容易。

容量 1,000L タイプの地上タンク。流入の前段で、ぶんりゅうⅠ・Ⅱ型、
管口浄化フィルターを経由するため、きれいな雨水が貯まる。遮光性
の高い黒色を採用することで、藻等を生えにくくしている。

プラスチック貯留材アクアパレスとコンクリート外周壁で構成され
る水貯留システム。上面がクローズドのため蒸発による水損失が少
なく、安全確実に雨水等を保存できる。槽内全域にわたり人が入り
点検、場合によっては清掃も可能。

会社名 

担当部署/役職/氏名

連絡先  

（住所/電話/アドレス）

業　種

 
自社設計案件、製品、工法等紹介

https://www.totetu.com/
https://vimeo.com/775622283/5adfb08ac0
https://vimeo.com/775622283/5adfb08ac0
https://vimeo.com/775757732/6063717202
https://vimeo.com/775757732/6063717202
https://vimeo.com/775622283/5adfb08ac0
https://vimeo.com/775757693/4abf133dab
https://vimeo.com/775757732/6063717202
https://vimeo.com/775757693/4abf133dab
https://vimeo.com/775757693/4abf133dab


 メーカー会社名 

担当部署/役職/氏名

連絡先  

（住所/電話/アドレス）

業　種

 
自社設計案件、製品、工法等紹介

https://www.nitto-geo.co.jp/


 

 
 

「スーパージオ」の解説動画が見られます。

スーパージオ工法

「ジオプール」の解説動画が見られます。

ジオプールAE-1 工法

会社名 

担当部署/役職/氏名

連絡先  

（住所/電話/アドレス）

業　種

 自社設計案件、製品、工法等紹介

https://nitto-corporation.co.jp/company/
https://vimeo.com/775622167/727142eef2
https://vimeo.com/775622167/727142eef2
https://vimeo.com/793250483/57d4d52235
https://vimeo.com/793250483/57d4d52235
http://nitto-corporation.co.jp/contact/
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_26.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_44.pdf


 建設コンサルタント会社名 

担当部署/役職/氏名

連絡先  

（住所/電話/アドレス）

業　種

 
自社設計案件、製品、工法等紹介

https://www.n-koei.co.jp/


 会社名 

担当部署/役職/氏名

連絡先  

（住所/電話/アドレス）

業　種

 
自社設計案件、製品、工法等紹介

http://highclay.co.jp/
https://www.netis.mlit.go.jp/netis/pubsearch/details?regNo=KT-200038%20


 

 

建設・メーカー会社名 

担当部署/役職/氏名

連絡先  

（住所/電話/アドレス）

業　種

 
自社設計案件、製品、工法等紹介

https://www.mbr.co.jp/
https://www.butsurin-eco.jp/category/environment/ust.html


 メーカー・設計

シリカソイルの特徴
シリカソイルは、ガラス瓶などを、粉砕・焼成・発泡させた
軽量土壌資材であり、透水性、保水性、耐火性、断熱性に優
れている。成分のシリカ（ケイ酸）は、植物に必要な微量要
素であり、植物の耐性を強化し、葉の表面のク
チクラ層を厚くし光合成の能力を向上させる。
シリカソイルは多孔質のため、容易に根が分枝
でき、側根、根毛を増やす働きがある。

抑え用
（上層用）

貯留部用
（下層用）

顕微鏡写真

空隙雨水貯留槽用シリカソイル

パフカルチップの特徴
ウレタンをベースに開発したスポンジ状の新
素材。植栽の生育に必要な要素が入っている。
水分とともに多くの空気を保持できるところ
が特徴である。散水時でも、空気 65％、水
28％と多くの空気を保持できる。これによっ
て、根は水と空気をバランスよく吸収できる。

パフカルチップとシリカソイルの特徴を活かした屋外用ハイドロカルチャー用資材。
植物の根の性質により、配合比率を変えることによってあらゆる植物の性質を向上させる。シリカソイ
ルを利用した地下空隙雨水貯留槽の上部の植栽には、溶けない・崩れないパフカルシリカを利用するこ
とで、土が流れ出ることがなく、下部の空隙雨水貯留槽に土が流れ込み、底部に沈殿したり、空隙が閉
塞することを防ぐ。芝生、花鉢、樹木など、パフカルシリカで育てることによって、貯留する雨水への
土の混入を防ぎ、潅水用ポンプも土で詰まらせることがない。また、シリカソイルを利用した空隙貯留
槽内は、砕石を利用したものに比べ細菌等の繁殖を抑制する効果がある。

パフカルシリカの特徴

パフカルシリカを使用した雨水貯留槽の施工例 パフカルシリカを使用した雨水利用システムイメージ

雨水貯留槽上部植栽用土

雨水貯留
　・浸透部

雨水貯留部雨水貯留部雨水貯留・浸透部雨水貯留・浸透部

会社名 

担当部署/役職/氏名

連絡先  

（住所/電話/アドレス）

業　種

 自社設計案件、製品、工法等紹介

https://www.g-planet.com/


 

≪環境･減災工法の研究開発≫

≪地域社会との連携≫

環境への負荷を低減する工法･アスファルト合材の開発、減災対策やGI 工法開発など、持続可能な社会に
向けた取り組みを進めています

地域社会と連携して脱炭素社会への実現に向けて取り組んでいます

GI 産学共同研究（左 : 東京農業大学）
都市の水環境･熱環境を改善する高耐久植栽基盤

懸濁雨水の分離処理実験 ( 左 : 技術研究所 )
社会実装を目指した実証試験施設(右:合材工場) 雨水浸透モニタリング調査（各地）

会社名 

担当部署/役職/氏名

連絡先  

（住所/電話/アドレス）

業　種

 
自社設計案件、製品、工法等紹介

https://ssl.maedaroad.co.jp/
https://ssl.maedaroad.co.jp/csr/maedateq.html
https://ssl.maedaroad.co.jp/search/%e3%83%92%e3%83%bc%e3%83%88%e3%82%aa%e3%83%95%e3%83%9a%e3%82%a4%e3%83%96/
https://ssl.maedaroad.co.jp/search/%e5%be%a1%e5%bd%b1%e7%9f%b3%e9%a2%a8%e3%83%99%e3%82%a2%e3%82%b3%e3%83%bc%e3%83%88%ef%bd%97/
https://ssl.maedaroad.co.jp/search/%e3%82%a2%e3%82%af%e3%82%a2%e3%83%97%e3%83%a9%e5%b7%a5%e6%b3%95/






社名/担当者/
連絡先

チェック対象名
　/カテゴリー

自己
チェック欄

GI勉強会
確認欄 実績等注２

雨水の有効利用 注１

雨水を上手につかおう
　

雨水浸透能力の向上注１

雨水を自然にかえそう 　

雨水貯留能力の向上注１

雨水をすてない 　

浸水被害の軽減
大雨による浸水を減らそう

　

河川・下水道への雨水流出抑制
川や下水道に流れる雨水を減らそう　 　

大規模災害への備え
いざという時に使える水を

その他

生物の生息の場の提供
生きものがすみやすい場所をつくろう　

良好な景観形成
水と緑のやすらぎをみんなに 　

気温上昇の抑制
暑さにまけないまちづくりを 　

廃棄物の抑制
ごみを資源に
CO2削減
二酸化炭素を吸収し減らそう 　

水質の改善
きれいな水をみんなに

　

その他

コミュニティ形成
みんなで地域づくりをしよう
居住環境
うるおいのある暮らしをしよう
経済効果
水と緑を使ってにぎわいを創ろう
産業振興
魅力ある地域をつくろう
医療・健康
みんなの心と体を健康に
環境教育
水と緑の大切さを学ぼう

　

その他

注１：本項目は必須項目とし、いずれにもチェックがつかない場合雨水GIとして判定されません。

注２：実績と企画内容等の記載がある資料を添付してください。

提出月日

事務局確認日

20221115

雨水GIチェックシート

社名　提出者
社名：

部署/氏名：

チェック項目　機能

【使用目的】
・会員が実績とする製品、工法、設計、企画等の雨水貯留浸透技術におけるグリーンインフラ定義(雨水GI)に対するチェックシートです。
・以下の雨水GI定義を基本事項とし、各社実績をチェック実施ください。

【対象範囲】
・雨水GIに該当する商品、設計、導入実績

【チェック方法】
・カテゴリーおよびチェック欄の該当項目にドロップダウンリストから〇を選択してください。
・GI勉強会確認欄は、実績等をGI勉強会内で確認する欄ですので、記載は不要です。
・チェックリストのうち「雨水の有効利用」「雨水浸透能力の向上」「雨水貯留能力の向上」をいずれかの機能を有することが必要です。

雨水貯留浸透技術における定義（雨水GI）
防災・減災、環境保全、地域振興等のさまざまな地域課題に対して、自然環境が有する多様な機能を活かし、
持続可能な「水循環の健全化」を推進するための雨水貯留浸透技術をグリーンインフラと位置づける。
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チェックを行った上で、GI 勉強会での確認を経て、その技術が「雨水GI」に該当す
るかどうかを判断するとともに、雨水GI に関する認識の共通化・標準化を図ってい
きます。また、雨水GI チェックシートの項目等は、随時更新していきます。
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ろ過槽

浸透対象
の地層

　雨水の貯留・浸透とは、雨水を一時的に溜めたり、地中に浸透させて、河川や下水道への流出量を調整
しようとするものです。

　雨水貯留には、雨が降った場所でそのまま貯留する「オンサイト貯留」と、雨が降った場所とは別の場
所で貯留する「オフサイト貯留」があります。オンサイト貯留には、公園や学校などの公共施設を利用したり、
集合住宅の棟間や駐車場、各家庭の庭を利用したものなどがありますが、比較的小規模なものが多く、数
多くの貯留施設が集まって大きな力を発揮します。オフサイト貯留には、遊水地や調節池、道路下貯留な
ど大規模なものが主体となっています。

　雨水浸透には、浸透トレンチ・浸透ますなどといった住宅や工場等の敷地内で行うもの、透水性舗装な
どで道路や駐車場で行うものがあります。雨水の流出抑制だけでなく、地下水の涵養を目的とした雨水浸
透も行われています。雨水浸透技術は水害を防止する技術であると同時に、水循環系を健全化し、うるお
いのある生活空間の創出に寄与する技術でもあります。

貯留施設は，雨水を一時的に貯留することで，雨水の流出を抑制する。
大規模なものには、河川沿いに設置される遊水地や開発指導などによってよく設置される「調整池」，
地下に設置される大口径の「雨水貯留管」がある。中小規模なものには，公園・校庭・駐車場，建物間
の棟間や田んぼ等での表面貯留施設，雨水利用を含めた建物での地下貯留施設や各戸貯留施設がある。
近年，上部の土地の有効利用の観点からコンクリート製やプラスチック製の地下貯留施設の設置が普及
している。特に空隙貯留浸透施設については，従来よく用いられた砕石（空隙率30～40％）に替わって，
空隙率 90％以上を持つプラスチック製の小さな貯留構造体を人力にて積み上げて数十～数万 m³ の貯
留（浸透）槽を造り上げる各種工法が普及している。

浸透施設は，雨水を積極的に地中へ浸透させることで，雨水の流出を抑制する。
孔のあいた「ます」，「パイプ」，「側溝」，「マンホール」の周辺を砕石などで巻き込んだものに，集水し
た雨水を導いてその側面・底面から地中に浸み込ませる「浸透ます」，「浸透トレンチ」，「浸透側溝」，「浸
透マンホール」や，文字通り池の底から浸透させる「浸透池」，また雨水を直接透水性のある舗装表面
から路盤，路床へと浸透させる「透水性舗装」などがある。さらに，既存の集水ますの底を削孔し，浸
透管を設置して浸透化を図る縦型浸透管も普及している。

浸 透 施 設

貯 留 施 設

貯留浸透施設は、貯留と浸透の二つの効果で、雨水の流出を抑制する。
地中に設置した貯留槽に浸透機能を負荷したもので、砕石を利用した空隙貯留や軽量で空隙率の高いプ
ラスチック製の貯留構造体を使用した施設が多いが、プレキャストコンクリート製の貯留施設でも貯留
浸透が可能なものもある。

貯留浸透施設

雨 水 貯 留 ・ 浸 透 技 術
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建設大臣主幹 昭和 61 年度技術評価課題「浸透型流出抑制施設の開発」について、
“建設大臣技術評価書” が 12 社に交付される。
評価認定書を交付された 12 社により「雨水貯留浸透技術協会」発足
第 1 回「社団法人雨水貯留浸透技術協会設立準備会」開催
第 2 回「社団法人雨水貯留浸透技術協会設立準備会」開催
社団法人設立総会

「社団法人雨水貯留浸透技術協会」設立許可
「公益社団法人」へ移行

協会設立 30 年を迎える

1988

1989
1990
1991

2012
2021

年

年
年
年

年
年

8 月 23 日

11 月   1 日
11 月 17 日

2 月 12 日
3 月   4 日
4 月   3 日
8 月   1 日
4 月   3 日

（昭和 63）

（平成元）
（平成 ２)
（平成 ３）

（平成 24）
（令和３）

は…
　都市の急激な発展によって山林が切り拓かれ、地表が舗装されると雨水が地中に浸み込
むことなく一気に河川に流れ込みます。このため、都市型の洪水が起こる反面、普段は河
川の流量が少なく水質が悪化し、地下水も涸れるなどの問題が生じます。また、地下水の
低下は渇水の危険を増し、緑地、街路樹などの潤いを失くし、気温の上昇や地中の乾燥化
などが生じて、都市の気候変化をもたらすのです。
　雨水を貯留させる技術、雨水を地下に浸透させる技術はこのような諸問題の解決に極め
て効果があり水害防止だけでなく、人々の生活環境の向上にも有益です。雨水貯留浸透技
術は都市の水循環を改善し、都市に「うるおい」を与える大切な技術として大きな期待が
寄せられています。
　当協会は、雨水の流出をコントロールし、都市型洪水をはじめとした水災害から街を守り、

「うるおいのある都市」をめざし、雨水の貯留浸透技術の普及・啓発を行っています。

［ 目　的 ］

［ 事　業 ］

［ 沿　革 ］

雨水を貯留浸透させるための技術（以下「雨水貯留浸透技術」という。）に関する調査、研
究及び開発を行い、その成果の普及を図ることにより、治水、利水、環境のバランスに配
慮した健全な水循環系の構築に貢献し、もって国土の保全と国民生活の向上に寄与するこ
とを目的としています。

①都市河川流域の水循環再生構想の策定と
　                                                河川整備計画への反映
②水循環、水環境の定量的評価
③社会のニーズに応える貯留浸透技術の開発
④技術基準等の作成、改訂

調査・研究

①増補改訂 雨水浸透施設技術指針　   調査・計画編
②増補改訂 雨水浸透施設技術指針　   構造・施工・維持管理編
③増補改訂 流域貯留施設等技術指針
④雨水利用ハンドブック
⑤戸建住宅における雨水貯留浸透施設設置マニュアル      ほか

（案）
（案）
　（案）

技術基準等の活用（出版）

普及・啓発
①事業所、住宅等への貯留浸透施設の普及
②技術ジャーナルの刊行
③出版
④講習会の実施
⑤補助制度、融資制度の普及等

①工法に係る計画・設計・施工および管理に関する技術

②施設（機器・製品及び材料等）に係る品質及び性能

評価・認定

マスコットキャラクター
「エコちゃん」

https://arsit.or.jp/
https://arsit.or.jp/


https://arsit.or.jp/setup
https://arsit.or.jp/book15
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